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これまで、Hilbert 空間や Banach 空間で既に多くの不動点の近似定理が知られている。それらを CAT 空間において妥当
と思われる仮定の元で同様に成立するかを検証する形の研究を行ってきた。Hadamard 空間（完備 CAT(0) 空間）は Hilbert
空間の、Banach 空間とは別の方向への一般化であるから、定理としてもある種の一般化を生む研究である。例えば、私の研究
では [1] がその典型を与える。[1] は完備 CAT(1) 空間において、有限個の写像（妥当な仮定を設ける）が与えられた時に、そ
れらの凸結合と合成からW-写像構成を用い、反復を多重化し、共通不動点の近似定理を得ている。これは Banach 空間におい
て、有限個の写像の共通不動点の近似定理を得ている [3] と完備 CAT(1) 空間において 1 つの写像の不動点の近似定理を得てい
る [4] を発展させる形で行った研究結果である。各写像に対する仮定も良い具体例である resolvent や非拡大を含む形で証明が
できている。また、[2] において、完備 CAT(1) 空間において [1] における反復の多重化を収縮射影法や CQ 射影法と呼ばれて
いる不動点の近似手法に対して、適用することでやはり、既に Hilbet 空間でよく知られている定理を CAT(1) 空間における定
理に発展させることに成功している。なお、[2] においては有限個の写像に対して、非拡大であるという仮定を設けている。これ
は Hilbert 空間や Banach 空間における既存の結果においては妥当な性質であるが、CAT(1) 空間においては非拡大写像の重
要な例をあげることができていない。そこで、写像に対して、具体例を多く含む仮定（例えば、強擬非拡大かつΔ-demiclosed）
のもとでの定理への発展が期待される。論文 [2] 内では触れていなく、未発表ではあるが、木村, 高坂により定義された CAT(1)
における resolvent（これは強擬非拡大かつΔ-demiclosed という性質をもつ）ではその固有の性質も用いることで [2] の結果
を証明ことができている。
また、これからの研究に直接関係のある成果として、まだ論文にまとめるには至っていない段階であるが、[6], [7]を CAT(1)

空間での収束定理に発展させるために、これらの論文を精査し、CAT(0) 空間と CAT(1) 空間でどのように不等式評価の違い
があるのか、問題点を見つけることができている。また、これからさらに本格的に目的の証明を行う上で、手法になり得る不等
式評価を [8], [9], [10], [11] からみつけてある。
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